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この度、QOLサポーター新潟の編集部より私どもに学生の代表として、本学学長

の　　　　先生と対話する機会を持ってみないかというご提案を受け、貴重な体験

をさせて頂きました。

まずは、「学長がこの大学で思い描いている夢はなんだろう？」と思い立ったこと

から今回は「学長の夢とは？」と題し、学長の 先生に本学の地域活動の紹

介と未来への夢について、また、学長よりご紹介頂いた先生方に研究内容・活動内

容について突撃インタビューを行って参りました。

学生取材メンバー：
鶴若大祐、武田智徳、手塚祐太、高橋美咲、
石塚史子、高橋安子、田中亜衣子、田中沙織、
名納林千佳、平澤麻梨子

学長に聴く！　大学が行っている地域活動とは？

新潟医療福祉大学学長

学長室訪問取材

現在、たくさんの地域活動が大学で行わ

れていると思いますが、大学が行ってい

る地域活動として、これだけは知ってい

て欲しい活動を挙げてください。

「島見町から始まる地域活動」
教員が地域との関わりを持つときには必
ず学生も一緒に関わって、学生も興味を持
って、地域と関わり合いを持てるような教
育をしていこうというのが、本学の特色で
す。まず北新潟（島見町や豊栄地区を含む
阿賀野川より北側）では、北新潟地域づく
り学会（はまなす学会）が設立され、地域
活動としてどの様に北新潟の地域おこしを
したら良いのかということを、社会福祉学
科の丸田秋男教授が中心となって、松浜地
域の方達と活動しています。はまなす学会
の会頭は社会福祉学科の山手教授ですし、
理事には本学の学生が２名参加しています。
学生が地域づくりの団体に理事として参加
しているということは画期的なことなので
す。また、本学のボランティア団体である
「レクア・コム」は、社会福祉学科の第１期
生が高校時代から温めてきたアイディアを

大学で実現したもので、レクリエーション
活動やボランティア活動のみでなく、地域
の様々な活動に参加し、協力しています。

「新潟県での活動」
新潟市においては、社会福祉学科の原敏
明教授が生涯学習センターで「食」につい
て様々な活動をされています。
新潟県の他の地域では、長岡市の健康増
進について丸田秋男教授と健康栄養学科の
村山伸子教授が関わっています。また、旧
名立町と旧加治川村では、理学療法学科の
小林量作助教授が高齢者の転倒予防につい
て色々と指導しています。高齢になると転
倒により骨折を起こしやすくなり、骨折を
起こすと寝たきりの原因にもなりますので、
そのためにも転倒予防は地域活動として重
要になってきています。

「環日本海圏での活動」
もう少し広い地域で考えて、国際交流とい
うことになると、新潟にある大学として、環
日本海圏地域と交流を図りたいと思います。
本学ではロシア語と中国語と韓国語をカリキ

ュラムに取り入れています。学生が希望すれ
ばロシアや中国や韓国の国々を、それぞれ訪
れることができるようにしたいと思うし、そ
れらの地域の学生が日本に滞在する際のお世
話をするということができればと思っていま
す。現在、韓国の大学と社会福祉学科の交流
が始まっています。国際交流が本学でも一層
発展することを期待し、また、興味を持って
くれる人が増えて欲しいと思っています。

「近辺諸国での活動」
さらに広がって東アジア地域になると、

村山伸子教授が学生と一緒にラオスに行き、
色々と国際貢献活動をしています。私は東
アジア地域に非常に興味を持っていて、タ
イ国、インドネシア、フィリピンに多数の友
人がいます。将来興味を持つ学生が出てく
れば、力になってあげたいと思っています。
それから、東アジア地域に限らず、アメ
リカやドイツ、イギリスなど様々な世界の
国々に興味を持って欲しいと思っています。
学生諸君には外国を訪問し、その国の学生
と知り合って欲しい。そうすることにより、
視野が広がると思います。

QOLサポーター表紙.qxd  05.10.28 1:23 PM  ページ 3



未来の「夢」を語ってください。

「大学の3つの理念」
私は、この大学を設立した時に３つの理
念（大学がどういう方向へ進むのか）を考
えました。すなわち、人物像（学生がどの
ような人間になって欲しいか）、地域貢献
（組織としての大学が地域とどのように関わ
っていくのか、地域貢献というのはどこの
大学でも大事な研究と教育の柱になってい
ます）、国際交流（新潟にある大学として、
環日本海圏地域（ロシア、モンゴル、中国、
韓国、北朝鮮）との交流を願い）を挙げま
した。

「20～30年後の
大学周辺の環境として」
具体的にこうあって欲しいと思うのは、

10年後は難しいだろうけど、20～30年後に
は大学周辺に住宅が増え、また、スポーツ
施設や福祉タウンができ、本学が一層地域
社会と関わっていければ良いと思っていま
す。その準備の為に、６月にアメリカへ行

った際に福祉タウンを視察したりして、い
ろいろ自分なりのイメージ作りはしていま
す。

「国際交流は身近なところから」
国際交流について考えてみましょう。
例えば、中国でも韓国でも高齢化が急速
に進んでいます。中国は一人っ子政策を行
っていますが、日本と同様な問題が、将来
恐らく起こると思います。日本では既に少
子高齢社会が訪れています。そう考えると、
我々には、先行している社会モデルがどこ
にもないのです。我々が行うことがうまく
いった場合でも、うまくいかなくて、予想
したような結果が得られないような場合で
も、それは中国や韓国などの国々にとって、
全て参考になるので、非常に興味を持って
日本を見ています。その様な中で、君達が
卒業研究に取り組んで、更に大学院で研究
して欲しい。それら東アジアの国々の人た
ちと共同研究が出来ます。その中で優れた
研究は新潟医療福祉学会で発表し、原著論
文として取り上げ、選ばれたものは英訳し、

「Niigata Journal of Health & Welfare」に
掲載したいと思います。そうなれば、君達
の研究は世界から注目されます。その様な
世界で活躍する人材に君達にはなってもら
いたい。

「保健・医療・福祉のナンバーワン」
私が持っている大学に対する「夢」は、

保健・医療・福祉分野のナンバーワンの大
学になって欲しい。この分野の指導者を、
この大学から輩出して欲しい。それは強く
期待している夢なのです。
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学長に聴く！　未来の「夢」とは？

QOLサポーター～在学生から見た、私たちの夢、未来
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いつ「はまなす学会」は

設立されたのですか？

平成14年７月７日に設立されました。
北新潟地域に暮らす人々が『地域』と思
う地理的基盤において、そこに暮らす人々
の一人ひとりが主体的に参加し、体験し、
学び、考え、創造し、実践し、21世紀に向
けた新しい「地域づくり」を目指す場が
「北新潟地域づくり学会」（はまなす学会）
なんです。
学会というと、どうしても研究者や大学
の先生が中心だと思われがちですが、はま
なす学会はそういうものではないんです。
地域住民とNPO（非営利組織）、ボランテ
ィア団体、PTAが対等な関係で、お互いの
パートナーシップを大切にしながら、楽し
く学べるようにしたいという地域の方々の
意向で、「はまなす学会」という愛称がつけ
られました。

丸田先生の夢はなんですか？

学生も教員も地域の一員であるという意
識を持ち、大学は地域の発展に貢献する役
割を担うという使命感を持って、地域の
人々と一緒に新しい「まちづくり」を実現し
たいですね。
そのための基盤として、はまなす学会を
より発展させていければいいですね。この
地域の一人ひとりが描いている「まちづく
り」のイメージを現実の姿にしていくこと
が夢です。現在、はまなす学会が取り組ん
でいる地域の“人とひと”とのネットワー
ク化やコミュニティバスの運行に関する研
究には是非多くの方から関心をもってほし

いです。

今後「はまなす学会」を

どのように発展させていきたいですか？

早ければここ２、３年のうちにはまなす
学会の事務局を大学にもってきたいです。
地域づくりを進めていく拠点をこの大学が
担えることを期待してます。大学に地域づ
くりの場を設け、この大学に小・中・高校
生、地域やＰＴＡ、自治会の方々から出入
りしてもらいたいと思っています。それが
研究センターになってもいいし…。これは
小さな夢じゃないね（笑）例えば、地域づ
くり研究センターとかができて、学生も地

域の人たちも小学校や中学校の先生方も自
由に出入りして、共同で実践的な研究に取
り組む拠点がこの２～３年の間に出来れば
いいと考えています。

�QOLサポーター新潟 No.10

常に学生や地域と共に活動する
実践的研究者を目指す！
研究室訪問取材

社会福祉学部社会福祉学科教授

丸 田 秋 男「丸田秋男研究室」

年
次
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会

 

はまなす「地域交通」研究会 

ひとグループ 

まちグループ 

自然グループ 

一 休 さ ん  

共育フォーラム 

地域リーダー研修 

学会発表等  

豊栄地区との交流 

…コミュニティバスの社会実験、社会調査等 

…地域の人とひとのネットワーク化に関する研究 

はまなす駅伝大会の開催  ※グループの実践活動 10/28

喫茶「それいゆ」の定期出店等  ※グループの実践活動 

ウォーキングマップづくり  ※グループの実践活動 
サイクリングロードマップづくり 

…松浜商店街の活性化に関する研究 

…地域の自然資源等に関する調査研究 

…地域の学校週5日制への対応 

…地域の子育て支援ネットワークづくり 

…地域の青年リーダーの育成 

…日本地域政策学会等での実践報告 

…市町村合併による豊栄地区との交流事業 

グループ研究 
（通年） 

地域活動の 
ネットワーク化 
（通年） 

学会・交流等 
（通年） 

情報発信等 ………………………ホームページの開設 

啓
発
イ
ベ
ン
ト
・
北
の
楽
市 

研
究
発
表
大
会
18
年
2
月（
予
定
） 

《平成17年度事業計画の概要》

QOLサポーター本文.qxd  05.10.28 1:16 PM  ページ 3



QOLサポーター新潟 No.10�

はまなす学会の具体的な活動内容に
ついて、副会長の岡さんと学生理事の
宮原さんにお話をうかがいます。
岡さんは地域在住の主婦であるかた

わら、はまなす学会の副会長をされて
います。

商工会の楽市について教えてください。

楽市というのは、店を出して、「地域にこ
んなおいしいものもあるんだよ」という紹
介と、地域の人にもはまなす学会という存
在を分かっていただき、「こういう活動をし
ていますから、どうぞ皆さんもこれから学
会に興味をもって会員になってください。」
という、啓発活動を行っているんです。

はまなす学会の設立の経緯と、

大学との関係について教えてください。

もともと、はまなす学会は、公民館事業
の中から出たものなんです。「住んでいる方
みんなにとって北新潟が住みやすくなった
らいいね」という発想からなんです。きっ
と地域の人だけだと煮詰まってしまうとい
うのもあるし、やっぱり新鮮な発想はなか
なか浮かばなかったりするんだけれど、ほ
んとに純粋に関わってくださるので、新潟
医療福祉大学の存在というのは大きいんで
す。

今後、地域としてどういうことを

はまなす学会に期待しますか？

自分の住んでいる地域に、もっともっと
興味を持って欲しい。そして、いろいろな

ことに協力してもらえると、もっと地域が
楽しくなって、子どもたちも、もっと豊か
に育つんじゃないかなと思うんです。どう
しても日常の生活に追われてしまって、な
かなかそんな余力がないって、みなさん思
っておられると思うんですけれど、一歩足
を踏み入れれば案外そうでもなくて。ただ、
その一歩が出ない。だから、その一歩を出
してもらうために、色々考えるんですけれど。
人と関わるというのは大変なことも、わ
ずらわしいこともあるんだけれど、関わる
からこそ見えてくるものや得るものがいっ
ぱいあって、特に人との関わりなしで子ど
もは育たないんです。だから、学生さんも
せっかくこの地域に4年間いらっしゃるんだ
から、大変なこともいっぱいあるんだけれ
ども、ご自分から積極的に地域の人と関わ
りを持ってもらえると、その分きっと得る
ことも、もっとたくさん何倍もあると思う
ので、そういう風に思っていただけるとす
ごくありがたいかなと思います。

はまなす学会には、本学の学生2名が
学生理事として参加しています。その
うちの１名である宮原さんは言語聴覚
学科の3年生です。

学生理事はどのような活動を

しているのですか？

地域の会議の時に加わって、大学生がも
しその活動に参加するのであれば、大学と
連絡を取り合い、地域と大学の連携を図る
ために、つなぎ役みたいな感じで参加して
います。具体的には、去年、はまなす駅伝
というのを第１回目で行ったのですが、そ

のときに大学構内を走るということだった
ので、大学の事務局に「こういうことで使
いますよ。」ということを伝えたり、「そう
いうふうに大学で言っていましたよ」とい
うことを地域の方に伝えたりとか。あと
「施設がこういうふうになっているので、ど
ういう風に使ってください。」ということを
地域の方に知ってもらったりとか、そうい
うことをしていました。

今後、学生理事としてどういうことを

はまなす学会に期待しますか？

今までは大学というと、大学があっても
大学の周りは関係ないというイメージがあ
ったんですよ。でも、この新潟医療福祉大
学に入ってみて、このはまなす学会に参加
したら、大学は地域となにかすごい関わり
を持てるような気がして、そういうところ
に自分がいることができて、すごく嬉しい
です。これからも地域の方がどんどん大学
に気楽に立ち寄れる感じになったらいいな
と思います。また、この地域に住んでこの
ような活動に参加していたら、周辺を歩い
てると知ってる人に会ったりとかするんで
すよ。そういうことがすごく楽しいので、
他の学生の皆さんにもどんどん地域に参加
して欲しいなと思います。

住んでいる方みんなにとって
北新潟が住みやすくなったらいいね！
地域訪問取材（北地区公民館において） はまなす学会副会長、学生理事

はまなす学会学生理事

宮原梨恵さん
はまなす学会副会長

岡　昌子さん

QOLサポーター本文.qxd  05.10.28 1:16 PM  ページ 4



�QOLサポーター新潟 No.10

どんな研究あるいは活動を

行ってきましたか？

最初は脳卒中の理学療法、それから神経
難病※の理学療法、在宅の患者さんや家から
通院してくる患者さんを対象とした地域理
学療法、これらに関連した住宅改修や福祉
用具に関する研究・活動を行ってきました。
共通しているのは高齢者ということです。

現在どのような活動を

行っていますか？

高齢者に関する転倒の研究を行っていま
す。高齢者が転ぶと若い人と違い、骨折し
やすく、また、足のつけ根（大腿骨頚部）
の骨折が原因で寝たきりになりやすいので
す。寝たきりの高齢者が増えている原因は
脳卒中だけではなく、転倒骨折による寝た
きりもあります。それで、転びにくくする
こと、転んでも骨折しにくくすることで寝
たきり予防できないかと思い、研究してい
ます。本学もそういう事に力をいれています。

研究への夢はなんですか？

今行っている研究に関して言えば、転倒
予防に関する活動を各市町村に普及してい
く必要があります。介護保険が来年に改訂
されます。2000年に介護保険が施行された
にも関わらず、軽い障害の人が寝たきりに
悪化するのを予防できていないので、そこ
に力を入れていこうというのが改正のポイ
ントになっており、それを各市町村が行っ
ていかなければなりません。本学も協力し
てそのような事業のシステムができればい

いと思います。将来的には、転倒予防が各
市町村でもできるように大学でのバックア
ップ・システムを考えたいです。それから
もう一つは、神経難病の患者さんに対して、
在宅理学療法を行いたいです。神経難病の
患者さんは、少しずつ力が衰えますが、そ
のような状況でも理学療法で支援できるこ
とがたくさんあります。

転倒すると何がいけないのか、

転倒するとどうなってしまうのか？

転倒することによって骨折し、それを契
機に寝たきりになってしまいます。寝たき
りになることによってその人自身も不幸だ
し家族も大変になります。医療費や介護費
も必要ですから、社会的に問題となってい
ます。65歳以上のお年よりで転倒する確率
は20％で、内骨折する割合は５～10％です。
数値で見るとあまり多くありませんが、高
齢者が多いため何十万という数になります。
転倒骨折によって寝たきりになると本当は
80歳まで生きられた人でも75歳で亡くなっ
たり、寝たきりで余生を送るということに
なってしまいます。転んで骨折しない場合
でも、歩くことが怖くなったり、腰が痛く
なったり、家族が心配して外出を制限した
りすることによって家に閉じこもって寝た
きりになってしまいます。また精神的な落
ち込みや痴呆が進むこともあります。骨折
して寝たきりになる人と、骨折しなくても
寝たきりになる人の２パターンがあります。

今後、作業療法、言語聴覚、社会福祉、

健康スポーツ、健康栄養、介護は

どう関わればいいですか？

大きな枠組みでいえば介護予防、あるい
は転倒予防に対して、いろいろな人が関わ
ったほうが良いと思います。作業療法であ
れば住宅改修、健康栄養であればバランス
を考えた食事、言語は食事をとるための嚥

えん

下
げ

指導、社会福祉は住宅改修の経費や介護
保険をどうするか、健康スポーツはスポー
ツ指導、看護は施設や病棟で発生する転倒
予防へのアプローチなどができます。

キャッチフレーズはなんですか？

「臨床現場にこそ問題や研究テーマ、援助
できることがある」。大学の教員はいろいろ
な経験をして着任しています。臨床現場に
でてから教員になる人と、主に研究を行っ
てきて教員になる人がいますが、私は臨床
が長かったので、臨床が原点となっています。

※神経難病：原因が不明で、治療法も確立していなく、徐々に進行
する神経系の病気。

臨床現場にこそ問題や研究テーマ、
援助できることがある！
研究室訪問取材

医療技術学部理学療法学科助教授

小 林 量 作「小林量作研究室」
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どんな研究あるいは活動を

行なってきましたか？

私は、在日の友人等が受けていた社会的
な差別やベトナム戦争をきっかけに、不合
理な格差を社会全体として解決するために、
社会科学の勉強をしようと大学は法学部に
進学し国際関係論を学びました。卒業後、
就職もしましたが実際にアジアの現場を見
てみたいと考え、タイやミャンマーなどで
生活しました。そこで、環境の中で人間が
生きること、それを循環として捉える分野
で研究したいと考え、栄養学、栄養生態学
に進学しました。

日本以外の他文化と接することで、

プラスになったと思うことは

ありますか？

全てが多分プラスですよね。自分の狭い
考え方や、一面的なものの見方から、違う
見方、多面的なものの見方ができるように
なります。自分の受容力を広げていくトレ
ーニングにはなったと思います。多面的に
ものが見えるということは、何か問題にぶ

つかったときや物事を判断しなくてはなら
ないときに、多様な選択肢を考えることに
つながりますので、とても重要なことだと
思います。

現在、どんな研究・活動を

行なっていますか？

日本国内外の地域全体の健康や栄養、食
生活の向上をはかるための、環境や教育の
システムづくりとその検証や評価に関心が
あります。現在は、国内では市町村や県な
ど自治体の健康づくり計画・実施・評価を
行っています。国外では、ラオスの国立公
衆衛生研究所、日本の総合地球環境学研究
所との共同研究で、人々がどのように自然
と共存し、環境利用をしながら食生活を営
み、健康を維持していったらよいかといっ
た栄養生態学調査研究をしています。ラオ
スではまだまだ乳幼児死亡率が高いので、
昨年度は授乳、離乳や食事調査を実施しま
した。今年度からは、簡便に日常生活の食
事摂取状況を把握するための食事調査方法
の開発にとりかかっています。先週、その
フィールドワークから帰国したばかりです。
それ以外にも、トンガ王国で食環境の変
化に併い、肥満や生活習慣病が増加してい
ることに関する研究、バングラディッシュ
農村の生活向上のためのNGO活動とそれに
よって栄養状態が向上したかといった検証
をしています。ラオス調査やバングラディ
ッシュの活動は、学生も一緒ににぎやかに
行っています。また、バングラディシュか
らは研究生の受け入れもしています。

村山先生の活動や研究への夢は

なんですか？

夢は、これまでやってきた、社会科学、
栄養学、生態学を生かして、持続的・公
平・健康的な循環型社会づくりをしていく
ことです。次の世代の人にも伝えていきた
いと思います。もう少し具体的には、国内
では、食べ物の生産から摂取、健康食物の
廃棄までをつなげた、生態学的なアプロー
チで食育プログラムを地域ベースで実施し、
長期的な効果検証の研究をしたいと考えて
います。
国外では、ラオスの食事調査法の開発を
もとに、食と環境や健康との関係や課題を
明確にし、対策をして、効果判定をすると
いった、介入研究をラオスの政府や研究者
とともに行っていきたいと考えています。

QOLサポーター新潟 No.10�

持続的・公平・健康的な
循環型社会づくり！
研究室訪問取材

医療技術学部健康栄養学科教授

村 山 伸 子「村山伸子研究室」

取材をさせていただいた先生方と写真
部の方には、ご協力いただき、ありがと
うございました。心より感謝いたします。
写真協力：写真部　磯部史佳

あ と が き
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６月３日�・４日�、本学大学院修士課程

の開設を記念し、米ハーバード大学医学部で

多職種間連携を専門とするデーヴィット・サ

ティン教授を招き、保健・医療・福祉の専門

職種間連携を考える講演会が開催されました。

当日は、本学関係者はもちろん、学外からの

聴講者も多数来場されました

６月３日�は、第一部として本学 濱口豊太

助教授（作業療法学科）、�木昭輝教授（理学

療法学科）、岩崎浩三教授（社会福祉学科）か

らそれぞれプレゼンテーションが行なわれま

した。続いて第二部として、デーヴィット・

サティン教授より“Geriatric Health and

Welfare in the United States”（米国の高齢者

の健康と福祉）と題した講義が行われました。

６月４日�は、第一部として本学大学院学

生５グループによる発表が行われ、その後、

第二部としてデーヴィット・サティン教授に

よる「高齢者に対する専門職連携教育と実践」

と題した講義が行われました。

２日間の講演を終えて、本学では大学院修

士課程をはじめとした高等教育機関として、

また保健・医療・福祉の総合大学として、よ

り積極的に多職種間連携への教育・実践に努

めていきたいと考えております。

�QOLサポーター新潟 No.10

４月17日�、本学会議室において、本学と

ハルビン医科大学第一臨床医学院の学術交流

協定調印式が執り行われました。

中国黒龍江省に位置するハルビン医科大学

は、約一万人の学生が勉学に励む、80年以上

もの歴史を持つ大学です。

調印式では、ハルビン医科大学第一臨床医

学院より、周晋
シュウ・シン

院長が来学し、本学の�橋榮

明学長と、それぞれの機関を代表して調印を

行い、かたい握手をかわしました。

�橋学長は調印に際して「少子高齢化とい

う共通の目標を解決するための学術交流を大

いに展開していきたい。」と挨拶し、今後、学

生や研究者の交流をはじめ、講義・講演・シ

ンポジウムの実施等、様々な形態での大学間

交流へ強い意欲を示しました。

2001年４月の本学開学以来、初となる今回

の協定締結が、今後の更なる国際交流への礎

となることを期待しています。

ハルビン医科大学と学術交流協定締結

４月29日�、本学エントランス付近に設置

されたモニュメントの完成を記念して、制作

者の彫刻家 原田哲男氏をお招きし、除幕式が

行われました。

モニュメントは、本学が教育目標として掲げ

る医療福祉関連の他職種間での連携や、高齢

化の進む地域社会を豊かな人間力で支える人

材育成の象徴として制作されたもので、作品

名の「MOMOTARO」が表すように、誰もが

知っている昔話「桃太郎」の持つ、「協力」「愛

情」「やさしさ」「力強さ」「恩」といったイメ

ージから発展した作品となっています。

式典では、�橋学長が「このモニュメントには、

保健・医療・福祉の総合大学として、新潟県そし

て日本の医療福祉関連の分野と教育の質を高

めるという、本学の今後の発展に向けた強い意

欲が込められている。今日はシンボル的な素

晴らしい日になった。」と挨拶し、続いて制作者の

原田哲男氏、アニー夫人、�橋学長、池田理事

長、渡辺理事、各学科学科長によりモニュメント

の除幕が行われ、本学の新しいシンボルの出現

に、参加者から盛大な拍手が寄せられました。

平成１７年度 事業記念 モニュメント除幕式

大学院設立記念講演会

６月30日�、本学健康栄養学科　村山篤子

教授と学生５名がアルビレックス新潟の所属

選手を対象に、卒業研究の一環として食事と

栄養に関するセミナーを行いました。

当日は、村山教授による栄養素とその働き

についてのセミナーと、学生による事前の食

事調査の結果報告とその改善点について、実

物写真を示しながら話し合いました。

トップアスリートとして活躍する選手達と

接点をもったことは学生にとって非常に貴重

な体験であり、今後栄養指導を行う立場として、

自分たちに必要とされる知識や技術を改めて

実感する事のできる良い機会となりました。

健康栄養学科では、

今後も更にこのセミ

ナーを続けていく予

定です。

サッカー「アルビレックス新潟」所属選手対象栄養セミナー
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強化指定１年目の水泳部が、８月２日�～８

月４日�に行われた、「第78回関東学生選手権

水泳競技大会」（東京辰巳国際水泳場）に出場し、

大会３日目に健康スポーツ学科１年の松金祥

子さんが【女子２部】200m自由形で、これまで

の【女子２部】での大会記録を３秒近く上回る

大会新記録で優勝するなど、皆、日頃の練習の

成果を存分に発揮するすばらしい泳ぎを披露

しました。また、【女子２部】では総合３位とな

り、９月２日�～９月４日�の「第81回日本学

生選手権水泳競技大会（以下インカレ）」（なみ

はやドーム）への団体出場権を獲得しました。

今年度新入部員全員が標準記録を突破し、出

場権を獲得したインカレでは、大会初日から、合わせ

て３つの種目で日本新記録が塗り替えられるハイ

レベルな戦いの中、大会２日目に健康スポーツ学

科１年の松金祥子さんが、女子200m自由形で７

位に入賞するという快挙を成し遂げました。この他

にもＢ決勝を含み３名が予選を通過し、また女子

の総合成績でも17位にランクされるなど、本年度

より強化指定クラブとして本格始動を始めた水泳

部に大きな希望と勇気を与える結果を残しました。

出場選手の結果につきましては、本学ホームペ

ージに詳しく記載されています。

６月12日�に学友会が計画・運営を行いスポ

ーツ大会が開催されました。参加した学生は

集合時の朝はあまり元気がなく、また、追い討

ちをかけるように天候も曇っており心配して

いましたが、競技が始まると真剣な顔や笑顔

といった色々な表情を見ることができました。

10人11脚、綱引き、タイヤ引き、大縄跳び

を競技として行い、随所に各学科の学年を超

えたまとまりや連携を見ることができ、学科

の縦横のつながりを深めるというスポーツ大

会の目的を果たすことができたと思います。

参加した学生の協力もあり、大成功という形

でスポーツ大会を終えることが出来ました。

運営に対するご協力ありがとうございました。

また、これからも学友会活動にご協力よろし

くお願いします。

学友会会長　言語聴覚学科２年　長嶋健介

学友会スポーツ大会

７月16日�、８月６日�、９月10日�にオ

ープンキャンパスを開催しました。県内外か

ら大変大勢の皆様をお迎えし、《学科紹介》

や《入試概要説明》、本学教員・在学生と共

に様々な体験学習を行う《体験コーナー》や、

一足早く大学生気分を味わうことのできる

《模擬授業》、教員・学生による《個別相談

コーナー》など、様々なプログラムが行われ

ました。

参加した皆様からは、「在学生に直接質問を

ぶつけて、資料やパンフレットには載ってい

ない、大学の魅力にふれることができた」「体

験実習に参加して、職業に対しての理解が深

まった」「入試に向けて、今やるべきことがは

っきりしました！絶対合格します！」など、

自分の進路に向けて大きな収穫を得ることが

出来たようです。（当日の来場者アンケートよ

り）

オープンキャンパス

水泳部　強化指定１年目の快挙！

このたび、「転倒予防研究センター」「地域

包括ケア研究センター」の２つのプロジェク

ト研究センターが設立されました。

「プロジェクト研究センター」は従来の学

部、学科の枠を超えて、新たに設けられた

「研究推進機構」という独立した枠組みの中に

設置されるものです。

“プロジェクト”の名前が示すように、この

研究センターは本学教員のみならず、国内外

から広く研究者が参画できる仕組みとなって

おり、主として学際的な共同研究を推進する

ために時限を設けて設置され、先端的、今日

的な研究テーマに機動的に取り組める研究組

織であると言えるでしょう。

また、学外との共同研究、委託研究や外部

資金の受入れに柔軟かつ敏速に対応できる仕

組みになっていますので、優れた研究成果が

得られ、その成果が発信されることに大きな

期待が寄せられます。

今後もすでにいくつかのセンター設立が予

定されており、この「研究センター」が本学

の研究推進に躍動感をもたらすものと考えら

れます。

ぜひとも皆様のい

っそうのご支援をお

願いいたします。

※詳細につきまして

は、後日本学ホーム

ページに掲載する予

定です。

「研究推進機構 プロジェクト研究センター」が設立されました。
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学外実習

�QOLサポーター新潟 No.10

医療技術学部 理学療法学科 4年　斎 藤 友 美

臨床実習では大学では学びきれないものを得ることがで
きます。本実習では私の知識・技術の未熟さを痛感しまし
たが、それ以上に患者様を理解することの大切さを学びま
した。私が担当させていただいた患者様は、最初は治療効
果がほぼ見られませんでしたが、ある日今まで困難であっ
た動作を行えるようになり、その日以来回復力が向上しま
した。これは私の治療が未熟であったためでもありますが、
それ以上に患者様が自信を持てるようになったことが大き
く関与していると考えています。この経験から、患者様が
安心感をもち意欲を引き出せるよう心がけることの大切さ
を実感しました。そのためには疾病のみならず，精神面も
踏まえて患者様をよく知ることです。簡単なことではあり
ませんがコミュニケーションや
接し方に配慮し、信頼関係を築
けるよう努めたいです。
今後、患者様のニーズに対し
知識や技術だけではなく創造性
や柔軟性も持ち、患者様に必要
とされるQOLサポーターを目指
していきたいです。

実習指導者　新潟リハビリテーション病院
理学療法士　関 　 清 美

今回、実習生を受け入れて自分の学生時代を思い出しま
した。素朴な疑問、思うようにできない悩みなど皆さんも
実習で経験したのではないでしょうか。私が担当した学生
の斎藤さんは、表情が豊かで真剣に患者様と向き合う姿が
印象的でした。実習生を通じて、「理学療法士の自分は患者
様に何ができるのだろうか」と私自身改めて考える機会を
持つことができました。実習を終えた学生の皆さんに期待
することは、「実習で経験した喜怒哀楽を忘れないでほしい」
ということです。それぞれ皆さんには、印象に残る経験‥
悩んだこと、感動したこと、嬉しかったこと…があると思
います。人に関わる仕事を目指す皆さんには、「治してあげ
たいという真剣な気持ち、嬉しいときには患者様と一緒に
喜べる感情の豊かさ、そして人生の先輩である患者様を尊
敬する態度」をもった人間らしい理学療法士になってほし
いです。国家試験
を通り、臨床の場
で皆さんに会える
ことを楽しみにし
ています。

実習を経験して

新潟医療福祉大学の附属病院としての機
能を備える新潟リハビリテーション病院
は、大学からも近い位置にあり、医療・福
祉・保健分野への総合的な視点と温かい人
間性を持つ専門職の育成、この分野の臨床
研究を本学と協力して進めています。また、
地域の総合的なリハビリテーションセンタ

ー機能を持ち、地域社会の医療福祉の向上
に努めています。
診療科目は、一般外来としてリハビリテ
ーション科・整形外科・内科・神経内科
（物忘れ外来）・歯科・歯科口腔外科、特
殊外来として骨粗鬆症予防外来・スポーツ
リハ外来・転倒骨折予防外来があります。

新潟リハビリテーション病院（新潟市木崎）

実習で経験した喜怒哀楽を忘れずに

医療技術学部 看護学科 設置
社会福祉学部 社会福祉学科 定員増（100名→120名）
社会福祉学部 社会福祉学科 介護福祉コース 増設予定（指定申請中）

この度、医療技術学部看護学科（入学定員80名、３年次編入学定員10名）
の設置および社会福祉学部社会福祉学科の入学定員増（100名→120名）が公
的に認められました。また、社会福祉学部社会福祉学科では、介護福祉士養
成施設としての指定申請（定員40名）を行いました。
2006年４月より看護学科を加え２学部７学科で連携・融合を図り、より充
実した教育を行ってまいります。
看護学科・社会福祉学科介護福祉コースの詳しい資料及び看護学科を含ん
だ新しい学生募集要項をご希望の方は、新潟医療福祉大学入試事務室にお問
い合わせください。（入試事務室：�025-257-4459）

2006年4月に向けて
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QOLサポーター新潟 No.10�

平成17年度の国家試験対策委員会の活動の柱は、第一に合
格100％を目標に５学科が取り組むことになった点です。大学
としてその強い意志を学生に伝えていくことが重要です。第
二に目標を遂行するためのシステマティックな行動プランを
持つことです。第三に不合格者に対しても基本的にアフター
ケアを出来る限り徹底する点です。第四に各学科共それぞれ
の教員のゼミで卒業論文、就職、そして国家試験対策を一体
的に学生指導を行う方針です。
11月19日�に保護者会が本学でありますので、本学の国家
試験対策活動概要（冊子）を作成し、広く活用して理解を求
めていく予定です。

国家試験対策は、まず学生自身がその必要性を感じ、自発
的に学習する姿勢に出来る限り早い時期に目覚めて、学習に
励んでくれることが重要です。その援助を大学の重点課題と
して取り組むことになります。
今後の行動計画日程は、理学療法学科、作業療法学科、言
語聴覚学科、健康栄養学科、そして社会福祉学科におきまし
ては、すでに今年度初回の模擬試験を開始し、今後毎月数回
の模擬試験などを行い、12月には特別講座なども用意し、万
全の体制をとって、社会福祉学科は１月、言語聴覚学科は２
月、理学療法学科・作業療法学科・健康栄養学科は３月の国
家試験実施に向け対策を促進させていきます。

国家試験対策
国家試験対策委員会 委員長／教授　黒 川 幸 雄
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中部・北陸・東海 

1,814

関東 

1,814

東北 

515

北海道 

162

求人合計 

5,382 
学生1人あたり 
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平成16年度、本学に寄せられた求人数は、就職希望者286
人に対し、全学科をあわせて5,382人にのぼり、大学全体で
就職率は98.1%を達成しています。

《地域別求人数》 《医療福祉職求人説明会》
８月９日�本学学内において、「医療福祉職求人説明会」
が開催されました。理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、
管理栄養士（栄養士）、医療相談員職の採用を検討している
医療福祉施設、68施設110名の採用担当者をお招きし、４
年生約200名が参加しました。
�橋榮明学長、就職センター丸田秋男教授による挨拶に
続き、個別ガイダンスを実施しました。採用担当者から当
該施設の説明や本学学生からの質問に丁寧にお応えいただ
きました。参加施設からも「是非１名でも多く採用できれ
ばと思う。今後も継続して採用していきたい。」など、非常
に高い評価をいただくことができました。また、「今回の面
談に参加した学生で採用したいと考えている学生はいまし
たか？」という質問に対しても、79％の方が「いる」と答
えるなど、参加した学生にとって、情報収集とともに、卒
業後の自らの進路に向け大きな収穫を得ることのできる充
実した説明会となりました。（本学アンケートより）

就職センター

10月 

1月 

11月 

2月 

12月 

3月 

合同就職面接会 
一般企業合同就職ガイダンス 
（於：新潟市体育館） 
4年生対象 

保護者会（学科別懇談会） 
就職指導体制及び各職種の 
就職状況の説明（於：本学） 
3年生父兄対象 

求職登録 
求職登録面接、希望職種、 
地域の確認（於：本学） 
3年生対象 

未内定者フォローガイダンス 
自己分析の再確認、 
これからの就職活動 
4年生対象 

就職ガイダンス 
情報収集・就職試験の受け方、 
ルール等（於：本学） 
3年生対象 

秋期就職対策講座 
就職試験（一般常識）、教養試験対策、 
面接試験対策など（於：本学） 
2・3年生対象 

秋期就職対策講座 
就職試験（一般常識）、教養試験対策、 
面接試験対策など（於：本学） 
2・3年生対象 

就職ガイダンス 
情報収集・就職試験の受け方、 
ルール等（於：本学） 
2・3年生対象 

未内定者フォローガイダンス 
自己分析の再確認、 
これからの就職活動 
4年生対象 

未内定者フォローガイダンス 
自己分析の再確認、 
これからの就職活動 
4年生対象 

就職ガイダンス 
医療福祉職の就職動向 
医療福祉施設の採用担当者講演 
（於：本学）　3年生対象 

春期就職対策講座 
就職試験（一般常識）、教養試験対策、 
面接試験対策など（於：本学） 
2・3年生対象 

春期就職対策講座 
就職試験（一般常識）、教養試験対策、 
面接試験対策など（於：本学） 
2・3年生対象 

公務員試験応用対策講座 
医療、福祉職の公務員を希望する 
学生のための対策講座 
2・3年生対象 

《平成１７年度後期就職指導スケジュール》
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イベント案内 
キャンパスツアー　11月3日�・3月25日� 

●11月3日� 
　第1部プログラム　10:30～12:00（10:00受付開始）「一般入試　英語の傾向と対策」 
　第2部プログラム　13:00～15:00（12:30受付開始）「大学概要説明、入試概要説明、施設見学ツアー、各学科特
　　　　　　　　　別企画（作業療法学科：教員による実習施設・機器の紹介、言語聴覚学科：教員による個別相
　　　　　　　　　談コーナーとビデオ上映、健康スポーツ学科：体験実習「テーピング・マッサージ実習」、社会福
　　　　　　　　　祉学科：ビデオフォーラム「精神保健福祉について」）、個別相談コーナー」 
●3月25日�（内容は全て予定です。） 
　大学概要説明、入試概要説明、施設見学ツアー、個別相談コーナー等 

大学見学会　12月10日� 

　本学キャンパスで開催する2005
年最後のイベントです。センター試
験利用入試、一般入試の受験までに、
疑問や不安はここで全て解消しましょ
う！ 
プログラム「大学概要説明、学科説
明、入試概要説明、施設見学ツアー、
個別相談コーナー等」 

メールマガジン案内 
QOLサポーター新潟（NUHW）が届く！ 
　新潟医療福祉大学では月に１度、本学の様々な情報をメールマガジン「QOLサポーター新潟（NUHW）」としてみなさんにお届けします！ 
　キャンパスツアーや大学見学会などのイベント情報、新設学科情報、入試情報といった最新情報や教員・学生からのメッセージ、先輩の合格体験談など
進路決定や入試対策の参考になる特集をはじめ、様々な内容を予定しています。Ｅメールアドレスをお持ちでなくても、インターネットに接続できるパソコンが
あれば、どなたでもご覧いただけます。ぜひ、本学ホームページからご登録ください。 

■アドミッション・オフィス（ＡＯ）方式による入学選考試験については出願受付を締切りました。 
■詳しくは学生募集要項をご覧ください。新設の看護学科を含んだ学生募集要項を配布中です。学生募集要項をご希望の方は、新潟医療福祉大学 入試事務室にお問い合わせください。 
　（入試事務室：025-257-4459） 

平成18年3月11日�～ 
平成18年3月23日� 
（当日消印有効） 

平成18年3月11日� 平成18年3月4日� 
平成18年2月13日�～ 
平成18年2月24日� 
（当日消印有効） 

平成18年2月13日�～ 
平成18年2月20日� 
（当日消印有効） 

平成18年2月13日� 平成18年2月5日� 
平成18年1月10日�～ 
平成18年1月25日� 
（当日消印有効） 

平成18年2月13日�～ 
平成18年2月20日� 
（当日消印有効） 

平成18年2月13日� 

個別学力検査等は課さない 
センター試験日程 
平成18年1月21日� 
平成18年1月22日� 

平成18年1月10日�～ 
平成18年1月25日� 
（当日消印有効） 

理学療法学科 
作業療法学科 
言語聴覚学科 
健康栄養学科 
健康スポーツ学科 
看護学科 
社会福祉学科 

理学療法学科 
作業療法学科 
言語聴覚学科 
健康栄養学科 
健康スポーツ学科 
社会福祉学科 

新潟 
東京 

新潟 

前期日程 

後期日程 

一般入学選考試験 

大学入試センター試験 
利用入学選考試験 

平成17年11月19日�～ 
平成17年12月2日� 
（当日消印有効） 

平成17年11月19日� 平成17年11月12日� 
平成17年11月1日�～ 
平成17年11月5日� 
（当日消印有効） 

平成17年11月19日�～ 
平成17年12月2日� 
（当日消印有効） 

平成17年11月19日� 平成17年11月12日� 
平成17年11月1日�～ 
平成17年11月5日� 
（当日消印有効） 

社会人等特別入学選考試験 新潟 

新潟 

理学療法学科 
作業療法学科 
言語聴覚学科 
健康栄養学科 
健康スポーツ学科 
看護学科 
社会福祉学科 

健康スポーツ学科 

新潟 健康スポーツ学科 
社会福祉学科 

平成17年11月19日�～ 
平成17年12月2日� 
（当日消印有効） 

平成17年11月19日� 平成17年11月12日� 
平成17年11月1日�～ 
平成17年11月5日� 
（当日消印有効） 

スポーツ自己推薦 

指定校推薦 

平成17年11月19日�～ 
平成17年12月2日� 
（当日消印有効） 

平成17年11月19日� 平成17年11月12日� 
平成17年11月1日�～ 
平成17年11月5日� 
（当日消印有効） 

平成17年12月2日�～ 
平成17年12月16日� 
（当日消印有効） 

平成17年12月2日� 平成17年11月26日� 
平成17年11月1日�～ 
平成17年11月21日� 
（当日消印有効） 

平成18年2月24日�～ 
平成18年3月10日� 
（当日消印有効） 

平成18年2月24日� 平成18年2月18日� 
平成18年2月1日�～ 
平成18年2月14日� 
（当日消印有効） 

平成17年12月27日�～ 
平成18年1月6日� 
（当日消印有効） 

平成17年12月27日� 平成17年12月17日� 
平成17年12月5日�～ 
平成17年12月10日� 
（当日消印有効） 

理学療法学科 
作業療法学科 
言語聴覚学科 
健康栄養学科 
健康スポーツ学科 
看護学科 
社会福祉学科 

推
薦
入
学
選
考
試
験 

新潟 

新潟 前期日程 

後期日程 

公募推薦 

試験区分 試験地 学　科 出願期間 入学選考試験日 合格発表日 入学手続期間 

学部入試日程表 

大学院入試日程表 

試験区分 試験地 出願期間 入学選考試験日 合格発表日 入学手続期間 

新潟 

新潟 第2次募集 

第3次募集 

■第1次募集については出願受付を締切りました。 
■詳しくは学生募集要項をご覧ください。学生募集要項をご希望の方は、新潟医療福祉大学 入試事務室にお問い合わせください。（入試事務室：025-257-4459） 

�QOLサポーター新潟 No.10
誌名「QOLサポーター新潟」の由来 世界一の長寿国となった我が国では、「いのちの長さ」を伸ばすことと同等に、「生活の質、Quality of Life, QOL」
を豊かにすることが、益々重要になっております。新潟医療福祉大学では障害者、高齢者などのQOLを高くすることを支援する（サポート）人材を育成します。
このような人材を「QOLサポーター」と名づけました。そして皆様に本学の内容、活動をお知らせする広報誌を「QOLサポーター新潟」としました。

〒950-3198 新潟市島見町1398番地　TEL025-257-4455㈹　FAX025-257-4456 http://www.nuhw.ac.jp/
【入試事務室】TEL025-257-4459 E-mail  nyuusi@nuhw.ac.jp
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